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基本構想素案の変更内容一覧

１．基本目標３に関する表現の見直し 【資料１（５ページ目）】

 第５回審議会（7/17）で頂いたご意見を踏まえ、基本目標３「未来をひらくからつっ子を

大切に地域で育むまちへ」の表現について、「からつっ子」を「人材」に置き換えるよう

見直しを行った。

２．土地利用の方針に関する説明の簡略化 【資料１（９ページ目）】

 説明文の分量が多く、読みにくいと判断し、主要な部分のみを残すことで内容の簡略化

を図った。

３．《追加》将来人口に及ぼす自然増減・社会増減の影響度 【資料１（２４～２６ページ目）】

 人口減少に対応する取組について本市の方向性を検討するため、人口推計シミュレー

ション実施した。

基本構想素案の変更内容 資料２



２

１．基本目標３に関する表現の見直し（１）【資料１：５ページ目】

(1) 変更案

 基本目標３ 「未来をひらくからつっ子を 大切に地域で育むまちへ」の表現について、

「からつっ子」を「人材」に変更する。

(2) 変更案の考え方

 前回審議会で「こども」などの言葉に置き換えるご提案を頂いていたが、基本目標３には

対象をこどもに限定しない生涯学習や図書サービスに関する施策なども含まれる。

 「からつっ子」の表現であれば、広義で大人を含む「唐津を郷土とする人」というように

連想することができると考えていたが、「こども」という表現では、大人を包含する表現と

しては用いることができないと判断した。

 そのため、「人」や「人材」などの置き換えを検討したが、唐津を担う人を育てる施策を

中心としている基本目標の趣旨から、広くこどもから大人までを含む「人材」という表現

が適切であると考えた。

基本構想素案の変更内容
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１．基本目標３に関する表現の見直し（２）【資料１：５ページ目】

基本構想素案の変更内容

基本目標 3

未来をひらく人材を 大切に地域で育むまちへ

結婚や妊娠・出産・子育てに応じた切れ目のない支援を充実することで、
こどもを産み育てたいと思えるまちづくりを進めます。
学校・家庭・地域の相互の連携と協働により、将来を担うこどもたちが、

たくましく育つまちづくりを進めます。
自然・歴史・文化を活かした教育を推進し、未来に向かって学びあい、

生涯にわたり成長していけるようなまちづくりを進めます。

基本目標 3

未来をひらくからつっ子を大切に地域で育むまちへ

結婚・妊娠・出産・子育ての各段階に応じた切れ目のない支援を充実す
ることで、こどもを産み育てたいと思えるまちづくりを進めます。
学校・家庭・地域の相互の連携と協働により、将来を担うこどもたちが、

たくましく育つまちづくりを進めます。
自然・歴史・文化を活かした教育を推進し、未来に向かって学びあい、
成長していけるようなまちづくりを進めます。

 「からつっ子」を「人材」という言葉にあらため、また、説明文が生涯学習の内容をカバー

できていないと判断したことから、あわせて「生涯にわたり」という言葉を追加した。

変更前

変更後



４

２．土地利用の方針の簡略化 【資料１： ９ページ目】

基本構想素案の変更内容

変更前 変更後

 土地利用の方針は、都市計画マスタープランで詳細を示すことになる。

 そのため、総合計画の基本構想では大きな方向性のみを掲げるよう変更した。
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３．将来人口に及ぼす自然増減・社会増減の影響度（１） 【資料１： ２４～２６ページ目】

 将来の人口減少に対応していくための今後の取組について、本市の方向性を検討する

ため、人口推計シミュレーションを行ったもの

基本構想素案の変更内容

シミュレーション①

現在のペースで人口減少が進んだ場合

（資料１の１１ページ目に掲載している基本推計）

シミュレーション②

人口の社会減を抑えた場合

（合計特殊出生率は現在までの水準で推移するものとし、移動率のみを変動させる）

シミュレーション③

人口の自然減を抑えた場合

（移動率は現在までの水準で推移するものとし、合計特殊出生率のみを変動させる）

シミュレーション④

人口の社会減と自然減をともに抑えた場合

（移動率と合計特殊出生率をともに変動させる）

 シミュレーションの方法
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６

基本構想素案の変更内容

 シミュレーションを実施すると、人口の社会減を抑えるシミュレーション②の方が、人口の自然減を

抑えるシミュレーション③よりも、影響度がより大きいものとなった。

 本市の人口減少への対応としては、人口の社会減を抑える取組をより一層推進することが有効

であると推察できる結果となった。

３．将来人口に及ぼす自然増減・社会増減の影響度（２） 【資料１： ２４～２６ページ目】

シミュレーション④（社会減と自然減をともに抑
える場合）においても、すぐに人口減少に歯止め
はかからない。こどもの出生による自然増を高
齢者等の死亡による自然減が上回ることが要因
と考えられる。総人口の減少に伴い、自然減の
値も減少するので、段々と人口減少のカーブは
なだらかになる。


